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◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

０
６

月
１

１
日

(
土

)
～

１
２

日
(
日

)
 

 

◇
参

加
者

；
山

上
皓

一
郎

、
木

下
嘉

彦
、

生
熊

敏
男

、
川

島
 

功
、

沖
﨑

 

吉
信

、
大

江
加

予
子

、
畑

林
清

子
、

山
口

泰
宏

、
青

木
宏

充
、

 

梶
野

照
雄

(
１

１
日
)
、

栗
原

眞
行

(
１

１
日

夕
刻

着
)
。

１
１

名
。
 

㈱
斉

藤
鐵

工
所

；
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藤
 

維
、

三
井

幹
雄

、
井

上
浩

行
、

 

 
 

 
 

 
 

 
木

南
文

彦
。

４
名
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１
５

名
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薄

日
後

曇
、

１
５

時
頃

か
ら

山
霧

発
生

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

先
週

土
曜

日
の

４
日

に
梅

雨
入

り
が

発
表

さ
れ

、
月

曜
日

の
週

間
天

気
予

報
で

は
、

土
・

日
は

曇
時

々
雨

と
の

こ
と

。
㈱

斉
藤

鐵
工

所
の

三
井

さ
ん

に

電
話

確
認

し
た

と
こ

ろ
実

施
す

る
と

の
返

答
が

あ
る

。
 

周
半

ば
に

は
、

金
・

土
は

梅
雨

の
中

休
み

の
と

の
予

報
に

変
り

、
関

係
者

に
実

施
を

連
絡

す
る

。
 

㈱
斉

藤
鐵

工
所

の
新

入
社

員
･
社

員
研

修
は

、
本

年
で

３
回

目
と

な
り

ま

す
。

工
事

終
了

時
残

っ
た

ペ
ン

キ
は

、
廃

棄
処

分
す

る
場

合
が

あ
る

と
の

事

か
ら

、
行

仙
宿

の
屋

根
ト

タ
ン

は
塗

替
え

時
期

に
あ

り
、

処
分

ペ
ン

キ
を

提

供
し

て
も

ら
え

な
い

か
打

診
・

要
望

し
て

い
た

。
 

ト
タ

ン
屋

根
の

ペ
ン

キ
は

、
相

性
が

あ
り

、
専

門
家

の
点

検
が

必
要

で
あ

る
と

、
４

月
９

日
に

三
井

・
大

前
氏

が
来

宿
し

て
頂

き
、

亜
鉛

メ
ッ

キ
波

板

ト
タ

ン
に

は
下

塗
り

と
上

塗
り

ペ
ン

キ
塗

布
を

推
奨

し
て

頂
き

ま
し

た
。

 

今
回

の
社

員
研

修
は

、
推

奨
ペ

ン
キ

を
寄

贈
の

上
、

塗
替

え
作

業
主

体
等

に
協

力
し

て
実

施
す

る
事

に
し

た
。

 

遠
路

、
兵

庫
県

佐
用

町
か

ら
斉

藤
工

場
長

・
三

井
執

行
役

員
他

２
名

は
、

下
北

山
ス

ポ
ー

ツ
公

園
の

宿
泊

施
設

に
前

泊
( 内

一
人

岡
山

県
・

美
作

) 。
 

宿
泊

施
設

へ
迎

え
に

行
く

時
、

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

駐
車

場
で

車
中

泊
の

青
木

氏
と

話
し

て
い

る
三

井
氏

の
姿

が
見

え
る

。
㈱

斉
藤

鐵
工

所
の

４
名

・

２
台

は
、

宿
泊

施
設

を
早
め

に
出

ら
れ

駐
車

場
で
待
機

さ
れ

て
い

た
。

 

程
な

く
香
芝
市

か
ら

山
口

氏
。
出

発
予
定

時
刻
よ

り
早

い
と

大
江

・
畑

林

さ
ん

は
、

美
味

し
い

と
の
評
判

の
大
福
餅

を
買

い
に
近

く
の
コ

ン
ビ
ニ

へ
。

堺
市

の
梶

野
氏

も
到
着

、
後

発
の

木
下
棟
梁

、
山

上
さ

ん
以
外

は
勢
揃

い
と

な
り

、
自
己
紹
介

と
本

日
の

作
業

予
定

を
連

絡
す

る
。

 

明
神

池
に
立

寄
っ

た
の

で
、

９
時

前
に
登

山
口

に
到
着

す
る

と
、

梶
野

氏

が
モ
ノ
レ

ー
ル

を
始

点
に

下
ろ

し
て

来
て

い
る

。
 

下
塗

り
・
上

塗
り

ペ
ン

キ
一
斗
缶
・
シ

ン
ナ

ー
缶
並
び

に
道
具
類

、
食
料

、

ザ
ッ
ク

を
積

み
、

梶
野

・
生

熊
氏

は
モ
ノ
レ

ー
ル

で
上

へ
。

 

後
発

の
山

上
・

木
下

氏
が
モ
ノ
レ

ー
ル

に
乗

る
為

、
始

点
に

駐
機

す
る

必

要
が

あ
り

沖
﨑

氏
が

残
り

、
斉

藤
鉄

工
所

の
方

々
と
モ
ノ
レ

ー
ル

終
点

へ
歩

い
て

上
る

。
既

に
、
荷

を
降

ろ
し

た
モ
ノ
レ

ー
ル

は
下

っ
て

い
る

。
 

モ
ノ
レ

ー
ル

終
点

駐
機
地

は
狭

く
段
差

上
に
荷

を
置

い
て

い
た

の
で

。
川

島
が
荷
造

り
時
バ
ケ

ツ
と

た
わ

し
の
荷

を
転
げ
落

し
、

山
口

・
川

島
が
急
斜

面
を

下
り

て
回
収

す
る

。
 

㈱
斉

藤
鐵

工
所

の
井

上
・

木
南

氏
は

、
背
負

い
子

で
重

い
ペ

ン
キ

１
斗

缶
・
硬
化
剤
缶

・
シ

ン
ナ

ー
缶

を
担

い
で

行
仙

宿
へ

。
 

 
 

 

登
山

口
到

着
 

 
 

 
重

い
ペ

ン
キ

缶
を

担
ぐ

社
員

 
 

水
汲

み
を

体
験
 

 川
島

は
背
負

い
子

・
ザ

ッ
ク

が
乗

っ
て

い
る

２
便

目
到
着

ま
で
待
機

。
 

荷
の

上
に
乗

っ
た

生
熊

氏
か

ら
駐
機
小

屋
の

上
方
パ
イ
プ
支
柱

に
頭

を
打
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っ
た

と
報
告

が
あ

る
。
翌

日
、
運
転
席

に
座

っ
た

三
井

さ
ん

は
、
頭

上
ス
レ

ス
レ

で
通

る
こ

と
が
判

る
。
モ
ノ
レ

ー
ル
搭
乗

者
は

、
進

行
方
向

に
向

っ
て

座
る

事
に
よ

っ
て

、
頭

を
下
げ

て
対
応
出

来
る

の
で
徹
底

し
た

い
。

 

荷
が
転
げ
落
ち

た
と

話
す

と
、

生
熊

氏
か

ら
荷

の
落

下
防
止

に
不

要
と

な

っ
た
獣
除
け
ネ

ッ
ト

を
張

る
事

を
提
案

し
て

下
さ

る
。

 

青
木

氏
、
食
料

２
梱
包

と
自
ザ

ッ
ク

を
担

い
で

下
さ

る
が

、
一

回
で

行
仙

宿
に

は
運
び

き
れ

な
い
荷

が
残

り
そ
う
だ

。
 

川
島

が
１

０
時

に
行

仙
宿

に
到
着

す
る

と
、

先
着

の
㈱

斉
藤

鐵
工

所
の

４

名
は
水
汲

み
へ

下
る

姿
が

見
え

る
。

 

荷
を
担
ぎ

に
下

る
と

、
最

後
尾

の
沖

﨑
氏

と
第
二
ベ

ン
チ

で
出
会
う

、
荷

上
げ
品

は
無

い
と

の
事

な
の

で
荷

の
一
部

を
積

替
え

、
先
般
鉄
塔

下
で
調
達

の
雑

木
薪

を
少

し
担

い
で

、
１

０
時

半
前

に
到
着

す
る

と
水
汲

み
班

も
到
着

。
 

青
木

、
山

口
、

梶
野

の
三

氏
は

、
旧
逓

信
道

の
最

終
整
備

へ
。

 

行
者
堂

で
生

熊
氏
導
師

に
し

て
作

業
安
全

等
の
勤

行
後

、
㈱

斉
藤
鉄

工
所

４
名

と
沖

﨑
、

生
熊

、
川

島
は

、
傷

ん
だ
煙
抜

き
辺

り
か

ら
、

下
塗

り
ペ

ン

キ
を

塗
る

前
の
錆
や
汚

れ
付
着

を
落

と
す

作
業

を
す

る
。

 

転
落
防
止

の
た
め
棟

の
両
端
棟

木
に

メ
ー

ン
ロ

ー
プ

を
縛

っ
て
張

り
、
そ

こ
か

ら
両
側

に
転
落
防
止

の
短

い
命
綱

を
垂

ら
し

電
動
サ

ン
ダ

ー
や
ブ
ラ
シ

で
拭

き
取

る
。

 

 
 

 

煙
抜

き
・

東
側

ト
タ

ン
の

錆
落

し
 

 
 

 
 

 
錆

・
汚

れ
作

業
終

了
 

日
当

た
り

の
良

い
東
側

ト
タ

ン
は
少

し
錆

が
出

て
い

る
が

、
西
側

ト
タ

ン

は
ゴ
ミ
付
着

が
主

体
で

あ
り

、
天
候

が
持
ち
そ
う

な
の

で
玄

関
小

屋
根

を
除

く
屋

根
全
面

の
ト

タ
ン

の
錆

・
汚

れ
を
取
除

き
箒

で
掃

き
掃
除

。
 

箒
で

屋
根

か
ら
掃

き
落

す
が

、
東
側

か
ら
風

が
吹

い
て
お

り
舞

い
上

が
り

、

又
屋

根
上

に
落
ち

る
始
末

。
 

１
１

時
過
ぎ

に
、

山
上

・
木

下
棟
梁

が
到
着

さ
れ

、
窓

に
網
戸

設
置

を
依

頼
し

た
の

で
作
製

の
採
寸

を
し

て
頂

く
。

 

思
っ

た
よ

り
も
錆

の
箇

所
も
少

な
く

１
１

時
半
過
ぎ

に
錆

・
汚

れ
落

し
作

業
を

終
え
昼
食

。
 

下
塗

り
ペ

ン
キ

は
、

亜
鉛

メ
ッ

キ
に
適

し
た
エ

ポ
キ
シ
樹
脂

塗
料

で
、

こ

の
塗
料

用
の
シ

ン
ナ

ー
で

薄
め

て
、
東
側

と
西
側

ト
タ

ン
班

に
分

か
れ

て
下

塗
り

ペ
ン

キ
塗

り
作

業
を

す
る

と
三

井
さ

ん
か

ら
説
明

が
あ

る
。

 

㈱
斉

藤
鉄

工
所

の
方

は
、
白
色

の
つ

な
ぎ
仕
様
保
護
服

を
着

て
、

波
板

用

ロ
ー
ル
刷
毛

で
ペ

ン
キ

塗
り

、
生

熊
・

沖
﨑

氏
は
刷
毛

塗
り

。
川

島
は

、
掃

き
掃
除

と
命
綱
張

り
を

行
う

。
又

、
屋

根
上

に
張

り
出

し
た
杉

・
雑

木
の
枝

を
鋸

で
切

り
落

と
す

。
  

 
 

 
昼

食
懇

談
中

 
 

 
 

率
先

垂
範

の
ペ

ン
キ

塗
り

 
命

綱
で

ロ
ー

ル
刷

毛
塗

り
 

 ペ
ン

キ
塗

り
は

、
本
職

で
無

い
の

で
薄

か
っ

た
り

、
濃

く
な

っ
た

り
し

て
、

 

全
屋

根
が

塗
れ

る
ペ

ン
キ
量

と
の

事
で

あ
っ

た
が

、
塗
料

が
足

り
な

く
な

り
西
側

半
分

が
塗

れ
ず

、
下

塗
り

ペ
ン

キ
作

業
は

１
４

半
頃

に
終

了
し

た
。

 

こ
の

間
、

木
下
棟
梁

、
山

上
さ

ん
は

、
便
器
及
び

ト
イ
レ

周
り

の
掃
除

・
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点
検

を
し

て
下

さ
り

、
便
槽
マ

ン
ホ

ー
ル

の
鉄
製
蓋

が
腐
食

し
て

い
て
取

替

品
を

発
注

す
る

必
要

が
あ

り
、

梶
野

氏
が

計
測

す
る

。
 

 
 

 

玄
関

側
屋

根
下

塗
り

完
了

 
 

 
 

 
東

側
ト

タ
ン

ペ
ン

キ
塗

り
 

 
 

 

塗
れ

な
か

っ
た

西
側

屋
根

 
下

塗
り

を
終

え
た

東
側
 

 そ
の

後
、
焼
却
炉

前
の
不

要
と

な
り
放
置

し
て

い
た
囲
炉
裏

の
煙
抜

き
フ

ー
ド

の
解

体
撤
去

と
周
辺

の
落
葉

等
を
掃

き
集
め
焼
却

さ
れ

て
い

た
。

 

１
４

時
頃

に
旧
逓

信
道
班

が
、
作

業
を

終
え

て
戻

り
梶

野
氏

が
加
勢

。
又

、

沖
﨑
・
生

熊
、
青

木
、
山

口
氏

は
、
桧
丸
太

を
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
切

り
薪

作
り

。

大
江

・
畑

林
両

氏
の
賄

い
方

は
、

合
間

に
屋

根
の
支
障

と
な

り
切
除

し
た
枝

か
ら
薪

作
り

。
 

下
塗

り
ペ

ン
キ

塗
り

を
終

え
コ

ー
ヒ

ー
タ
イ
ム

、
㈱

斉
藤

鐵
工

所
の

土
産

品
「
塩
饅
頭
」

を
頂
戴

す
る

。
 

㈱
斉

藤
鉄

工
所

に
は
初

参
加

の
社

員
も

あ
り

、
世
界
遺
産

・
奥
駈
道

の
体

験
歩

行
の
為

、
１

５
時

か
ら

三
井

さ
ん

の
案

内
で

行
仙
岳

へ
。

山
霧

発
生

で

何
も

見
え

な
か

っ
た

と
１

６
時

頃
に

下
山

さ
れ

、
薪
割

り
作

業
中

で
体
験

の

た
め

加
勢

を
し

て
頂

い
た

。
 

 
 

 
 

休
憩

後
本

日
の

作
業

者
 

 
薪

割
り

を
や

っ
て

見
せ

 
 

 
薪

割
り

体
験

 
 

 棟
梁

か
ら
管
理
棟

、
行

仙
宿

の
壁

下
に

く
っ
つ
け

て
物

を
置

か
な

い
。
又

、

時
々
掃
除

を
し

て
建

屋
を

長
持
ち

さ
せ

る
よ
う

に
注
意

し
て

下
さ

る
と
共

に

率
先

し
て
掃
除

を
さ

れ
る

。
 

 
 

 

 
鍋

奉
行

の
出

番
か
 

 
 

 
水

炊
き

等
で

懇
親

会
の

宴
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１
７

時
前

に
作

業
を

終
え

、
賄

い
方

で
調
理

し
て

頂
い

た
、
豚

の
水
炊

き
、

マ
グ
ロ

の
刺
身

、
胡
瓜

も
み

、
枝
豆

の
夕
食

。
 

予
期
せ
ぬ

梅
雨

の
中

休
み

に
恵

ま
れ

、
㈱

斉
藤

鐵
工

所
の
御
厚
意

と
ご

協

力
に
よ

り
ペ

ン
キ

下
塗

り
が
出

来
た

こ
と

の
御
礼

を
述
べ

、
斉

藤
工

場
長

の

乾
杯

の
音
頭

で
懇
親
会
宴

が
始

ま
る

。
山

上
氏

か
ら

沖
縄

の
泡
盛

等
の
差

し

入
れ

が
あ

る
。
 

 
 

 

栗
原

氏
来

宿
 

 
 

 
 

 
水

炊
き

完
食

！
 

 
朝

食
前

に
建

屋
横

・
落

葉
掃

除
 

わ
れ

ら
の
仲

間
・

栗
原
医
師

( 伊
賀

上
野
病
院

へ
転
院

) が
、
自
宅

か
ら
単

車
で

２
時

発
、

前
鬼
バ

ス
停

４
時

発
で

、
太
古
ノ
辻

を
経

て
１

８
時
過
ぎ

来

宿
さ

れ
た
健
脚

で
あ

る
。

青
木

氏
は
以

前
車

で
送

っ
た
お
礼

に
何

時
作

業
に

来
る

か
と
待

っ
て

い
た

と
の
声

に
、
明

日
作

業
を
手
伝

い
ま

す
！

 

梶
野

氏
は

１
８

時
半
過
ぎ

に
下

山
。

 

木
南

氏
の
尻
芸

で
大

い
に
盛

り
上

が
り

中
、

栗
原

氏
は
早
朝

か
ら

の
行
動

の
疲

れ
も

あ
り
早

々
に
就
寝

。
一
旦
食
卓

を
片
付
け

、
女

性
陣

が
食
器

を
洗

っ
て

下
さ

る
。

ス
ト

ー
ブ

の
周

り
に
集

ま
る

が
、

作
業

の
疲

れ
と
酔

い
か

ら

一
人
二

人
と
欠
け

、
最

後
の
数

人
は

２
２

時
に
消
灯

・
就
寝

。
 

行
動
行
動
行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

新
宮

6
:5

5
→

8
:0

0
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
8
:2

5
→

8
:5

0
登

山
口

9
:0

0
→

9
:2

0

Ｍ
機

終
点

9
:2

5
→

1
0
:3

0
( 最

後
) 行

仙
宿

1
0
:4

5
→
錆
落

し
作

業
1
1
:3

5
→

1
1
:4

0
昼
食

1
2
:2

5
→

1
1
:3

0
下

塗
り

作
業

1
4
:2

5
→

休
憩

1
5
:0

0
→
薪

作
り

1
6
;4

0
→

1
7
:1

0
夕
食
→

2
2
:0

0
就
寝

。
 

 
６６ ６６
月月 月月
１
２
１
２
１
２

１
２
日日 日日

( 日日 日日
)  

曇
り

後
小

雨
 

女
性
陣

は
、
管
理
棟

で
就
寝

。
起
床

６
時

、
朝
食
７

時
か

ら
と

し
て

い
た

の
で

、
早
起

き
し

た
人

は
朝
食

前
に
建

屋
周

り
の
片
付
け
や
落
葉
掃

き
掃
除

作
業

を
す

る
。
又

、
三

井
・

木
南

氏
は
水
汲

み
へ

。
 

管
理
棟
軒

下
の
砂

・
バ
ラ

ス
の

１
斗
缶

は
、

北
側

に
積

替
の

た
め
動

か
す

と
、
水

が
入

り
腐
食

し
て

い
て
底

が
抜
け
壊

れ
て
バ
ラ
け

た
。
又

、
缶

に
水

が
入

り
重

く
底
近

く
を
釘

で
穴

を
明
け

て
抜

き
よ
う
や

く
積

替
え

る
。

 

作
業

を
中
断

し
て
７

時
過
ぎ

か
ら
朝
食

。
夕
食

の
御
飯

が
多

く
残

り
、
茶

粥
御
飯

に
味
噌
汁

・
め
ざ

し
と
鯵
干
物

・
漬
物

の
朝
食

で
、
少
食

気
味

と
な

っ
た

の
で

残
飯

な
し

。
 

朝
食

後
、
建

屋
周

り
の
砂
・
バ
ラ

ス
・
桟

木
用
割

り
木

の
移
動
整
理
班

( 木

下
・

山
上

・
沖
崎

・
栗

原
) と
Ｍ
機

終
点

駐
機
地

( プ
ラ

ッ
ト
ホ

ー
ム

) 作
業
班

に
分
け

た
。

 

Ｍ
機

終
点

駐
機
地

作
業
班

は
、

川
島

、
生

熊
、

山
口

、
青

木
氏

と
１

０
時

頃
に

下
山

予
定

の
㈱

斉
藤

鐵
工

所
の
皆

さ
ん

は
、
作

業
後
直

ぐ
に

下
山
出

来

る
様

に
自
荷

を
持

参
し

て
貰
う

。
 

終
点

駐
機
地

作
業
班

は
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
、

ツ
ル
ハ
シ

、
剣

ス
コ

、
ジ
ョ
レ

ン
・

ト
ン
ガ

、
土
嚢
袋

・
鋼
管
杭

４
本

、
獣
除
け
ネ

ッ
ト

と
持
帰

っ
て

処
分

す
る

廃
棄
物

を
各

々
手

分
け

し
て
持
ち

、
モ
ノ
レ

ー
ル

終
点

駐
機
地

へ
下

る
。
 

鋼
管
杭

２
本

と
立

木
を
利

用
し

て
、
転
落
防
止

に
獣
除
け
ネ

ッ
ト

を
張

る
。

終
点

駐
機
地

の
斜
面

の
土
砂

を
ト

ン
ガ

・
ツ
ル
ハ
シ

・
剣

ス
コ

等
で
崩

し
て

拡
幅

作
業

、
取
除

い
た

土
砂

は
土
嚢
袋

に
入

れ
る

。
 

講
習
済

の
三

井
さ

ん
が
モ
ノ
レ

ー
ル

を
運
転

し
て

、
削

っ
た
斜
面

の
崩
落

土
留
め

に
使
う
枕

木
割

り
木

を
、

川
島

と
モ
ノ
レ

ー
ル

駐
機
地
小

屋
前

に
在

る
資
材
置

場
を

上
下

す
る

。
 

削
り
取

っ
た
斜
面

の
崩
落

土
留
め
防
止

に
枕

木
を
積

み
上
げ
鋼
管
杭

で
打

ち
止
め

、
積

上
げ

た
枕

木
と
斜
面

と
の
隙

間
に
石

と
土
砂

で
埋
め

る
。
又

、

古
木
切
株

は
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
切
除

し
て

平
ら

に
す

る
と
共

に
道

を
拡
幅

し
て

道
端

を
土
嚢
袋

で
固
め

５
段
差

を
作

っ
た

。
木
杭

は
、

青
木

氏
が
調
達

し
た

も
の

を
使
わ
せ

て
貰

っ
た

。
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㈱
斉

藤
鉄

工
所

の
作

業
者

 
 

駐
機

地
の

拡
張

 
 

 
 

 
段

差
作

り
 

 ９
時

５
０

分
に

作
業

を
終

え
、

㈱
斉

藤
鐵

工
所

の
皆

さ
ん

は
三

井
氏
運
転

の
モ
ノ
レ

ー
ル

で
下

山
さ

れ
、
握
手

で
再
会

と
お
別

れ
を

す
る

。
 

㈱
斉

藤
鐵

工
所

の
皆
様

の
社

員
研

修
は

、
世
界
遺
産
「

修
験

の
道

・
大
峯

奥
駈
道
」

の
ボ
ラ

ン
テ
イ
ァ
奉
仕
活
動

で
、

い
わ
ゆ

る
利

他
修

行
さ

れ
た

の

で
、

こ
の

体
験

が
多
少

な
り

と
活

か
さ

れ
れ

ば
幸
甚

と
思

っ
て

い
ま

す
。
二

日
間

の
頑
張

り
に
深
謝
申

し
上
げ

ま
す

。
 

川
島

は
、
折

り
返

し
無

人
モ
ノ
レ

ー
ル

が
戻

る
迄
待
機

。
行

仙
宿

に
戻

る

途
中

、
モ
ノ
レ

ー
ル
地

点
ま

で
持
帰

っ
て

処
分

す
る
荷

を
担

い
だ

栗
原

氏
と

す
れ
違
う

。
 

行
仙

宿
へ
戻

る
と

行
仙

宿
軒

下
の
桟

木
用
割

り
木

が
移
動
整
理

さ
れ

、

砂
・
バ
ラ

ス
は
積

替
え

ら
れ

、
新
規
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

が
被

さ
れ

て
い

た
。

 

東
側
水
槽
辺

り
の
犬
走

り
の
コ

ン
ク
リ

ー
ト
再
舗
装

が
、

日
延
べ

さ
れ

て

い
る

の
で

な
る
だ
け
早

く
舗
装

し
た

い
。

 

１
１

時
頃

か
ら
管
理
棟

の
ト
ユ

に
落
葉

が
溜

ま
っ

て
い

て
、
脚
立

を
使

っ

て
木

下
棟
梁

が
除
去

す
る

と
生

熊
氏

が
ト
ユ

へ
の
落
葉
防
止

の
ネ

ッ
ト
取
付

け
る

作
業

を
さ

れ
る

が
、

雨
が
降

り
だ

し
一
区
切

り
で

き
る

所
で

作
業

を
止

め
て

頂
き
缶
パ

ン
の
昼
食

。
 

雨
具
着

用
す

る
程

の
降

り
で

な
く

な
り

、
山

上
、
棟
梁
以
外

は
荷

を
担
ぎ

歩
い

て
下

山
。

 

青
木

、
山

口
、

栗
原

氏
は

、
き

な
り
湯

で
入
浴

後
、

栗
原

氏
の
単

車
駐

車

の
前
鬼
バ

ス
停

ま
で

、
青

木
氏

が
送

る
と

の
事

か
ら
登

山
口

で
解
散

。
 

大
沼
経
由

で
帰

新
途

中
、

先
行

し
た

木
下
棟
梁

が
小
松

へ
の

分
岐

で
上
瀞

筏
下

り
を

見
て
帰

ろ
う

と
誘
わ

れ
付

き
合
う

。
小
松
方
面

へ
と
進

み
上
瀧

ト

ン
ネ
ル

を
抜
け

た
地

点
で

、
雨

が
降

る
中
約

２
０

分
待

っ
て

、
瀬

を
下

る
筏

下
り

を
眺
め

て
か

ら
帰

新
し

た
。

 

尚
、

大
江

・
畑

林
さ

ん
の
賄

い
方

の
お
陰

で
、

作
業

に
没
頭
出

来
た

こ
と

に
感
謝
申

し
上
げ

ま
す

。
 

 
 

 
 

上
瀞

・
上

瀧
付

近
筏

下
り
 

 行
動
行
動
行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

7
:1

0
朝
食
→

8
:0

0
作

業
1
1
:1

0
→

1
1
;3

0
昼
食
→

1
2
:3

5
登

山
口

1
2
:4

5
→

1
3
:2

0
小
松

・
筏

下
り

1
3
:5

0
→

1
4
:3

0
新

宮
。

 

 

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

( お
菓

子
・
食
料
品

は
除
外

) 

㈱
斉

藤
鉄

工
所

；
 

①
上

塗
り

ペ
ン

キ
１
斗
缶

( ウ
レ

タ
ン
樹
脂

) と
硬
化
剤
・
シ

ン
ナ

ー
缶

。
 

②
下

塗
り

ペ
ン

キ
１
斗
缶

( エ
ポ

キ
シ
樹
脂

) と
硬
化
剤
・
シ

ン
ナ

ー
缶

。
 

③
錆
落

し
・

ペ
ン

キ
塗

り
道
具
類

一
式

。
 

 
青

木
宏

充
；

木
杭

一
束

( １
２

本
)  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

 
川

島
) 

 


